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校は 0.03％増加の 0.39％、中学校でも 0.07％増加し
2.76％となった。また、いじめの認知件数は小学校
約 122,700 件、中学校約 53,000 件で、昨年と比較す
ると、小学校は 4,000 件増加、中学校は約 2,300 件
の減少となる。さらに、暴力行為をみると、小学校
は前年より約 600 件増加し約 11,500 件、中学校は約






ができる。報告によると、1 校あたりの 1 日平均利
























いて問題となる行動を含め教師らが子どもの観察から重要と考えた内容ある。分析は小学 2 年生から 6 年生の
3,473 人と教師 116 人を対象とした。分析の内訳は、2 年生 695 人、3 年生 679 人、4 年生 672 人、5 年生 698 人、
6 年生 698 人で、男子 1,752 人、女子 1,721 人である。DSRS-C の得点 16 点以上を抑うつ状態とした。
　抑うつ状態を示す児童は全体の 8.4％、男子の 9.0％、女子の 7.8％であった。2 年生 10.5％、3 年生 7.5％、


























































る子どもの QOL（Quality of Life）向上につながる
と考えている。
　 筆 者 は、2009 年 に 自 己 記 入 式 抑 う つ 評 価 尺































　近畿圏内の A 市 8 小学校の 2 年生から 6 年生まで










DSRS-C は子どもの抑うつ症状に関して 18 項目からなり、子どもたちに最近 1 週間ど
んな気持だったかを質問するものである。子ども自身が質問票の各項目に 3 段階評価（2
点・1 点・0 点）で回答を行う。フルスコア 36 点でカットオフスコア（抑うつ状態）は
16 点として、村田ら（1996）８）によって日本語版が作成され、信頼性と妥当性が確認さ
れている。DSRS-C の適用年齢は 7~13 歳であることや、DSRS-C の質問内容が小学校で
用いられる「心と身体の健康調査票」（日本学校保健委員会）１５）と近い質問内容であり、
低学年の児童にも理解しやすいと思われることから、本研究は DSRS-C を用いた。 
本研究では、教育現場での実施であることを配慮し、18 項目のうちの『いじめ』『自殺』
の 2 項目を省き 16 項目で調査を行った(表 1)。DSRS-C16 項目の各項目 3 段階評価（2 点・
1 点・0 点）のフルスコア 32 点、カットオフスコア 16 点は、佐藤ら１６）によって信頼性
と妥当性が検討され確認されている。 
 




                                年  組   番  男・女  
                       いつもそうだ  ときどきそうだ  そんなことはない  
１． 楽しみにしていることがたくさんある。    （    ）   （    ）  （    ）  
２． とてもよく眠れる。             （    ）   （    ）  （    ）  
３． なきたいような気がする。          （    ）   （    ）  （    ） 
４． 遊びに出かけるのが好きだ。         （    ）   （    ）  （    ）  
５． 逃げだしたいような気がする。        （    ）   （    ）  （    ）  
６． おなかがいたくなるようなことがある。    （    ）   （    ）  （    ）  
７． 元気いっぱいだ。              （    ）   （    ）  （    ）  
８． 食事が楽しい。               （    ）   （    ）  （    ）  
９． やろうと思ったことがうまくできる。     （    ）   （    ）  （    ）  
１０．いつものように何をしても楽しい。      （    ）   （    ）  （    ） 
１１．かぞくと話すのが好きだ。          （    ）   （    ）  （    ）  
１２．こわい夢を見る。              （    ）   （    ）  （    ） 
１３．ひとりぼっちの気がする。          （    ）   （    ）  （    ）  
１４．おちこんでいてもすぐに元気になれる。    （    ）   （    ）  （    ）  
１５．とてもかなしい気がする。          （    ）   （    ）  （    ）  
１６．とてもたいくつな気がする。         （    ）   （    ）  （    ）  
（用紙の漢字にはすべてルビをうち配布） 
２．教師による行動評価 
教師に、DSRS-C 調査実施前 1 週間の学校での行動を観察してもらい評価してもらった
（用紙の漢字にはすべてルビをうち配布）
した。児童 3,481 人のうち有効回答 3,473 人（99.8％）
を分析の対象とした。
B．調査時期と方法























　DSRS-C は子どもの抑うつ症状に関して 18 項目
からなり、子どもたちに最近 1 週間どんな気持だっ
たかを質問するものである。子ども自身が質問票の












し、18 項目のうちの『いじめ』『自殺』の 2 項目を省
き 16 項目で調査を行った（表 1）。DSRS-C16 項目
の各項目 3 段階評価（2 点・1 点・0 点）のフルスコ
ア 32 点、カットオフスコア 16 点は、佐藤ら 16）に
よって信頼性と妥当性が検討され確認されている。
２．教師による行動評価

























　統計分析は SPSS for Windows　20.0 を用いて、








　分析対象となった児童 3,473 人の内訳（表 2）は、
2 年生は 695 人（全対象の 20.0％）、3 年生は 679 人
（19.6 ％）、4 年 生 は 672 人（19.3 ％）、5 年 生 は 698







の割合を表 3 に示した。全対象における DSRS-C の
平均得点および標準偏差は、8.40 ± 4.71 であった。
各学年と性別による DSRS-C の平均得点および標準




　DSRS-C の得点が 16 点以上で抑うつ状態（以
下、「抑うつ状態」とする。）を示す児童は、全体の
8.4％（3,473 人のうち 291 人）、男子 9.0％（1,752 人
のうち 157 人）、女子 7.8％（1,721 人のうち 134 人）
であった。抑うつ状態を示す児童を学年別にみる
と、2 年生 10.5％（695 人のうち 73 人）、3 年生 7.5％
（679 人のうち 51 人）、4 年生 6.1％（672 人のうち






























分析対象となった児童 3,473 人の内訳（表 2）は、2 年生は 695 人（全対象の 20.0％）、
3 年生は 679 人（19.6％）、4 年生は 672 人（19.3％）、5 年生は 698 人（20.1％）、6 年生
は 729 人（21.0％）であった。また、性別でみると、男子は 1,752 人（50.4％）、女子は
1,721 人（49.6％）であった。調査対象における学年、性別の偏りはほぼ見られなかった。 
表 2 分析対象児童の内訳（人）                          
 男 子 女 子 合 計 
全対象 1,752 1,721 3,473
2 年生 357 338 695
3 年生 344 335 679
4 年生 338 334 672
5 年生 348 350 698






（729 人のうち 69 人）であった。抑うつ状態を示す
児童の割合は女子より男子が高く、学年別では 2 年
生が高く 3、4 年生で低く、5、6 年生で少し高い傾
向が見られた。さらに、学年・性別で抑うつ状態を
示す児童の割合をみると、2 年生は男子 10.6％、女
子 10.4％、3 年生は男子 9.3％、女子 5.7％、4 年生
は男子 5.9％、女子 6.3％、5 年生は男子 8.0％、女子


















































全対象における DSRS-C の平均得点と抑うつ状態の割合を表 3 に示した。全対象におけ
る DSRS-C の平均得点および標準偏差は、8.40±4.71 であった。各学年と性別による
DSRS-C の平均得点および標準偏差では、2 年生の DSRS-C の平均得点および標準偏差は
他学年と比べると少し高い値であったが、学年別、性別における DSRS-C の平均得点およ
び標準偏差に大きな差は見られなかった。 
DSRS-C の得点が 16 点以上で抑うつ状態（以下、「抑うつ状態」とする。）を示す児童
は、全体の 8.4％（3,473 人のうち 291 人）、男子 9.0％（1,752 人のうち 157 人）、女子 7.8％
（1,721人のうち 134人）であった。抑うつ状態を示す児童を学年別にみると、2年生10.5％
（695 人のうち 73 人）、3 年生 7.5％（679 人のうち 51 人）、4 年生 6.1％（672 人のうち
41 人）、5 年生 8.2％（698 人のうち 57 人）、6 年生 9.5％（729 人のうち 69 人）であった。
抑うつ状態を示す児童の割合は女子より男子が高く、学年別では 2 年生が高く 3、4 年生
で低く、5、6 年生で少し高い傾向が見られた。さらに、学年・性別で抑うつ状態を示す児
童の割合をみると、2 年生は男子 10.6％、女子 10.4％、3 年生は男子 9.3％、女子 5.7％、
4 年生は男子 5.9％、女子 6.3％、5 年生は男子 8.0％、女子 8.3％、6 年生は男子 10.7％、
女子 8.2％ あった（図 1）。抑うつ状態を示す児童の性別比率は 3，6 年生においては、
女子より男子が高い割合であったが、ほかの学年では性別による差はほとんどなかった。 
 
表 3 DSRS-C の平均得点と標準偏差と抑うつ状態の割合 






9.28±4.86       10.5 
8.40±4.69       7.5 
7.91±4.47       6.1 
8.13±4.74       8.2 
8.29±4.78       9.5 
男子 
女子 
8.39±4.76       9.0 
8.42±4.71       7.8 
全対象 8.40±4.71       8.4 
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表 4 学年別行動評価の内訳：①～⑤『よくある・ときどき』（％）、⑥～⑧『ない』（％） 
 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生
① 行動が年齢より幼い 24.2 24.5 27.9 31.7 29.8
② 座っていられない、落ち着きがない 20.3 20.4 14.4 18.9 15.6
③ やってはいけないことをしても悪いと思わない 16.0 15.3 17.9 21.1 16.6
④ 暴言や暴力がある 14.3 12.2 12.9 20.4 14.7
⑤ 物を壊す 5.8 5.7 4.9 5.3 4.9
⑥ 学習意欲がない 6.1 6.2 6.1 5.4 9.1
⑦ 休み時間に友人の交流がない 5.6 6.0 8.2 5.9 6.9




表 5 抑うつ状態の児童と抑うつ状態でない児童別行動評価の内訳：①～⑤『よくある・ときどき』（％）、 
⑥～⑧『ない』（％） 
 抑うつ状態の児童 抑うつ状態でない児童 
①  行動が年齢より幼い 42.6 26.4 
② 座っていられない、落ち着きがない 26.8 17.1 
③ やってはいけないことをしても悪いと思わない 28.5 16.4 
④ 暴言や暴力がある 26.1 13.9 
⑤ 物を壊す 8.9 5.0 
⑥ 学習意欲がない 16.5 5.7 
⑦ 休み時間に友人の交流がない 19.7 5.3 






点を「ある・ない」とした 2×2 表においてカイ 2 乗検定を行った。その結果、「①行動が
年齢より幼い」、「②座っていられない、落ち着きがない」、「③やってはいけないことをし
ても悪いと思わない」、「④暴言や暴力がある」、「⑤物を壊す」、「⑥学習意欲がある」、「⑦
休み時間に友人交流がある」、「⑧学校生活全般に元気がある」の 8 項目とも有意水準 5％
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                         0.044 
 がｋｋ 
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び標準偏差は 8.40 ± 4.71、男子 8.39 ± 4.76、女子
8.42 ± 4.71 であった。わが国の研究報告では、村田
ら（1996）８）が小学校 2 〜 6 年生 395 人（男子 197
人、女子 198 人）に行った調査において平均得点お
よび標準偏差は 9.08 ± 4.87、男子 8.75 ± 4.64、女子
9.40 ± 5.07 と報告している。また、傳田ら（2004）
９）小学校 2 〜 6 年生 1852 人の平均得点および標準
偏差は 7.98 ± 5.03 と報告している。筆者が 2009 年
に行った小学校 2 〜 6 年生 1,117 人の調査（男子
568 人、女子 549 人）では、DSRS-C の全児童の平
均得点および標準偏差は 9.38 ± 4.75、男子 9.70 ±















8.4％の報告があり、筆者の 2009 年の調査は 11.6％
であり、抑うつ状態の児童の割合は先行研究とほぼ
同じであった。わが国の研究では、児童期（12 歳以
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The relationship between problem behavior and depressed moods among 
elementary school students
MICHIKO SUWO*
*Faculty of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University, 111 Kuboki,Soja,Okayama,Japan
Abstract　In this study, we examined the relationship between elementary school students’ problem 
behaviors and depressed moods by utilizing the Depression Self Rating Scale for Children（DSRS-C）and 
a teachers’ scale for rating children’s behavior. The latter consists of eight items: ①The child’s behavior is 
immature for their age ②The child has an inability to sit still  ③The child doesn’t feel sorry for doing taboo 
or forbidden things ④The child tends to be abusive ⑤The child tends to break things ⑥The child doesn’
t have motivation to learn ⑦The child doesn’t have a relationship with friends during breaks ⑧The child 
lacks energy overall in their school life
Analysis was conducted on 3,473 elementary school students.  It was proven that students in depressed 
moods made up 8.4% of the total sample, 9.0% of male students and 7.8% of female students. Based on 
multiple linear regression analysis, the students fell under categories such as ④The child tends to be 
abusive，⑦The child doesn’t have a relationship with friends during breaks and ⑧The child lacks energy 
overall in their school life. 
Keywords：elementary school students，depressed moods，problem behavior，Depression Self Rating 
Scale for Children
